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崎
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摩
区
菅
稲
田
堤･

菅
馬
場･

布
田

二
〇
二
一
年
二
月

二
ヶ
領
上
河
原
堰
は
南

武
線
中
之
島
駅
近
く
に
あ

る
。
多
摩
川
の
流
れ
は
堰

か
ら
二
ヶ
領
用
水
に
流
れ
、

ほ
ど
な
く
三
沢
川
に
ぶ
つ

か
る
。

正
面
の
土
手
の
向
こ
う

右
か
ら
左
に
三
沢
川
が
流

れ
て
い
る
。
昔
は
二
ヶ
領

用
水
に
合
流
し
て
い
た
。

し
か
し
、
都
市
化
で
大

雨
の
三
沢
川
の
水
量
が
増

え
た
。
そ
こ
で
用
水
は
こ

ち
ら
か
ら
三
沢
川
を
潜
り
、

三
沢
川
は
直
接
多
摩
川
に

注
ぐ
よ
う
に
し
た
。

用
水
が
潜
る
時
、
浮
遊

物
が
溜
ま
る
の
で
、
緑
の

機
械
が
左
右
に
移
動
し
て

浮
遊
物
を
回
収
す
る
。

流
れ
は
ゆ
る
や
か
。
カ

ル
ガ
モ
や
バ
ン
が
遊
弋
。

大
勢
の
太
公
望
が
鮒
を

釣
り
上
げ
て
い
た
。

三沢川

多摩川

二ヶ領用水

二ヶ領上河原堰

か
み
か
わ
ら
せ
きく

ぐ

ゆ
う
よ
く

毎日曜発行するつもりですが、予告なく休むことがあります。

菅
首
相
の
長
男
、
菅
正

剛
氏
の
勤
め
る｢

東
北
新

社｣

の
総
務
省
幹
部
接
待

に
は
驚
き
ま
す
ね
。

も
し
局
長
だ
っ
た
ら

も
し
、
あ
な
た
が
放
送

の
許
認
可
を
握
る
総
務
省

の
局
長
だ
っ
た
ら･･･

菅
氏
が
総
務
大
臣
の
時

に
秘
書
官
だ
っ
た
正
剛
氏
、

｢

別
人
格
で
も
繋
が
っ
て

い
る
。
逆
ら
う
と
親
の
逆

鱗
に
触
れ
る｣

と
認
識
。

記
憶
力
抜
群
で
高
学
歴
、

上
級
職
公
務
員
試
験
に
合

格
し
た
筈
。
東
北
新
社
の

宴
席
に｢

正
剛
氏
が
い
た

こ
と｣

は
し
っ
か
り
記
憶
。

豪
華
な
会
食
に
お
土
産
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
。
こ

れ
は｢

菅
首
相
の
意
向
と

し
て
東
北
新
社
に
便
宜
を

図
り
ま
す
。
こ
こ
で
話
し

た
こ
と
は
、
忘
れ
な
い
が
、

何
も
覚
え
て
い
な
い
こ
と

に
し
ま
す｣

と
云
う
担
保
。

マ
ス
コ
ミ
に
ば
れ
て
局

長
を
降
ろ
さ
れ
た
。

｢

息
子
の
為
に
人
を
使
っ

て
、
ば
れ
た
ら
お
払
い
箱
？｣

と
逆
上
し
て
全
て
喋
る
の

は
普
通
の
人
。
菅
氏
の

｢

ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
れ
ば･

･･｣

と
の
さ
さ
や
き
で
黙

る
。
安
倍
政
権
の
森
友
、

加
計
と
同
じ
で
は
？

｢

利
益
誘
導
は
無
か
っ

た｣

と
云
う
が
、
総
務
省

有
識
者
会
議
の
報
告
に
は

東
北
新
社
の
要
求
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

山
田
広
報
官
は

東
北
新
社
の
社
長
の
就

任
祝
い
の
口
実
で
東
北
新

社
側
四
人
の
席
に
一
人
招

か
れ
た
。
何
十
人
も
の
パ
ー

テ
ィ
な
ら
と
も
か
く｢

正

剛
氏
同
席｣

に
気
が
つ
か

な
い
？
東
北
新
社
の
利
益

に
関
わ
る
話
だ
か
ら
一
食

七
万
円
も
会
社
が
出
す
の

だ
。
会
社
の
利
益
に
関
係

無
い
話
の
宴
席
に
会
社
の

金
を
使
っ
た
ら
横
領
だ
。

「李下に冠を正さず」でも李が落ちてきたから懐に

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

すもも


